
 AmiVoice® Ex7 Clinic 導入事例  

薬品名や医療専門用語が正確に入力でき、スムーズに紹介状が作成できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Before 

・紹介状をお渡しする場合は後日患者様に取りに来てもらう必要があった。 

・診察後に診断内容を思い出しながら紹介状を正確に書くことが困難。 
 

After 

・紹介状を診断中に作成してその場で発行、より正確で詳しい内容を入力。 

・入力スピードはキーボードに比べて 3～4倍向上。 
 

Q．当ソフトをどのようにご使用いただいていますか？ 

紹介状を作成するのに使用しています。 

AmiVoice® を使うと患者様の前で、マイクに話すだけで紹介状ができ、その場

ですぐに紹介状をお渡しできます。患者様にとっては、「明日までに書いておき

ますから取りに来て下さい」ということにならず、一回のご来院で済むというメリ

ットがあります。また、僕ら病院側にとっては、非常に長い紹介状を診察後に思

い出しながら作成するのは大変な作業でしたが、その場ですぐに正確に作成で

きるというメリットがあります。非常に良いです。 

 

Q．当ソフトを使用した印象をお聞かせください。 

AmiVoice® 以外の音声入力ソフトを使った事がないので、比較できないのですが、自然に話すだけでそのまま入力

できるので、実用性は非常に優れていて、十分に効果を発揮していると思います。一番良いと思うのは、薬品名や医

療専門用語を、マイクに話すだけでスムーズに入力できるとことです。医療専門用語をキーボードで入力するのは、

正しく変換するのに非常に手間がかかるので、そこがクリア出来ただけでも大きな導入効果だと思っています。キー

ボード入力に比べて紹介状を書くのが楽しくなりました。 

 

Q．キーボード入力に比較して、紹介状作成の時間は短くなりましたか？ 

比べものにならないスピードです。僕のキーボード入力は普通の速さだと思うのですけれども、AmiVoice® を使うと 3

～4倍のスピードで入力できます。 

 

Q．当ソフトを導入されて良かったですか？ 

導入して最も良かったと思っている製品です。ただ、もう少し固有名詞が入力しやすくなるともっと

使い勝手が良くなると思います。今後のバージョンアップに期待しています。 
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